
日本脳炎流行予測調査成績について

(1982~1983年）

後藤良一＊原田誠三郎＊森田盛大＊

I はじめに

1980年以降，東北地方は冷夏にみまわれている．本県

も例外ではなく， 1980年及び1981年の夏は異常低温であっ

た．ところが，1982年及び1983年は寒暖の差の激しい異常

気象となった．

本報では，このような夏期の異常気象下における日本

脳炎ウィルス（以後JEV)の侵襲状況ーJE流行予測

（感染源）調査成績ーについて報告する．

Il 材料と方法

A.被検豚血渭

昭和42年からの調査結果をみると，県内で最も早く

JEVの赤血球凝集抑制 (HI)抗体価が上昇し， しか

も， HI抗体陽性率の高い豚の飼育地は図ー 1Iこ示す秋

田平野（秋田市，南秋田郡，河辺郡）であったので，こ

の平野内で飼育され．秋田県畜産公社食肉処理センターに

搬入された生後6ヶ月未満の豚を選定し， 7月第4週か

ら10月第 1週まで， 1982年は328頭及び1983年は274頭

の血液を採取し，検査に供した．

• B. JEV-HI抗体価測定方法

JEV-HJ抗体価測定方法は厚生省指定の伝染病流

行予測調査術式 Dに準じた．

m 調査成績

1982年及び1983年における被検豚血清のJEV-HI

抗体陽性率と 2ME感受性HI抗体陽性率の出現推移を

図ー 2及び図ー 3に示した． 1982年は 8月第 5週から

HI抗体陽性率が上昇し始め． 9月第 3週にビークと

なり， 9月第 4週及び10月第 1週ともに50％以上であっ

た．また， 2ME感受性抗体陽性率は 9月第 1週から上

昇し始めた．このことから， ]982年のJEVの県内侵襲

開始時期は平年よりも比較的遅い 8月第4週頃と推定さ

れた．しかし， HJ抗体陽性率はその後 8月下旬から 9

＊秋田県衛生科学研究所

月にかけて急上昇し，比較的高率集中型のHI抗体陽性

率分布をした．

一方， 1983年のHI抗体陽性率の推移はほぼ例年並み

であり，その侵襲開始期は 8月第 1週頃と推定された．し

かし， HI抗体陽性率レペルは1982年より低値であった．

青森県

（注）採血豚の飼育地域…図

図 l．採血豚の飼育地域
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図2. 1982年豚血清の日脳HI抗体
陽性率及び2ME感受性HI抗体
陽性率の出現推移
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考 察

197呻代に入って．本県のJEV-HI抗体陽性率を指

標としてみたJEV侵襲度は小規模（図ー 5)であった

が， 1978年に至って，全国的に中規模以上の侵襲3とな

り，本県でも患者一名3)．更に多数の流産豚』が発生した．

しかし，その後本県は冷夏にみまわれ，JEVの侵襲は

低調5)であった．ところが， 1982年及び1983年の両年は平

年値に比較して旬平均気温が7月低温， 8月高温の異常

気象になった．このような夏期の異常気象状態は197碑こ

にも観察されたが， 1982年及び1983年の侵襲度は1979年

の侵襲とほぼ同じであった．このことから， 8月の旬平

均気温が平年値に比較して高いか否かが本県のJEV侵

襲に大きなウェイトを占めていることが示唆された．また．

森田6)は本県における過去15年間の平均気温，有毒蚊の

発生及びHI抗体陽性率の関係から有毒蚊とHI%の出

現相関模型（図ー4)を示したが，今回の異常気象時の

パターンはこの模型と若干の相違を示した．すなわち．

この模型では， 7月下旬が平均気温のピークであった

が，今回の平均気温のピークは 8月中旬にずれ込んで

いた．このために，有毒蚊の活動時期が例年より遅れ

て，JEVの侵襲が比較的大きくなったものと推定され

た．

次に，降水載とHI抗体陽性率の推移を比較してみる

と，著るしい相関は観察されなかったが，後述の重回帰

分析6)においては，降水国はJEVの侵襲に対して，プ

ラスの作用ー作用機序は不明であるがーを示していた．

ところで，全国日脳情報から3異常気象時における地域
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表 l． 年次別8月下旬以降の
日脳HAI抗体推定値と実測値

推 定 値 （彩）い 実測値
単相関分析 重回帰分析

1967 33.78土 12.26 36.80 

1968 16.67士 12.26 12.43 

1969 16.02土 12.26 12.63 

1970 0.40士 12.26 2.04 

1971 32. 75士 12.26 28.23 

1972 8.08士 12.26 - 3.53 

1973 21.62士 12.26 17.10 

1974 2.09土 12.26 ー・ 1s.oo 

1975 6.00土 12.26 16.41 

1976 -0.98士 12.26 - 0.60 

1977 -0.56士 12.26 - 1.60 

1978 34.17士 12.26 41.03 

1979 23.50士 12.26 34.85 

1980 6.17士 12.26 35.03 

1981 17. 78士 12.26 - 4.95 

1982 -0.44土］2.26 28.70 

1983 -2.58士 12.26 6.47 

推定式（単相関分析）

HI= (0.3837 W-24.27)士 12,262

W= ((T/10)2XRXt勺

r = 0. 7407 

(96) 

58.0 

4.2 

33.6 

1. 9 

11. 9 

4.4 

15.0 

1.3 

12.5 

1.1 

2.5 

42.5 

21.8 

0.7 

l. l 

34.9 

17.0 

文献 7より引用して． 1982~1983年分をつけ加えた。

推定式（頂回帰分析）

Y=-12.0335 x(T-Min)+ 13.9807 X(TMEAN) 

+ 1.1194 x (PRECIP) + 0.1270 x (TRH) + 

4. 2390 x (WS) -4. 6029 x (NHS)-488. 7263 

確率値P= 0.02 

頂相関係数R= 0.8913 寄与率R2 = 0. 7944 

文献6より引用

的な陽性率推移をみてみよう．JEV-HI抗体陽性率が

50％以上になった主な府県の日脳浪厚汚染月日について

調ぺてみたのが図ー6である．これらの府県の日脳濃厚

汚染地域から本県への侵襲月旬を割り出そうというのが

ねらいである．その結果，本県における中規模以上の侵

製および冷夏時のごく小規模の侵襲の場合にはJE緩厚

汚染地域の北上はほぼ緯度に沿う傾向がみられた．しか

し，異常気象時の侵襲の場合には不規則であり、本県へ

の侵製月旬を割り出すことが困難であった．

このような異常気象時のHI抗体陽性率を森田のJE

V-HI抗体陽性率推定式（単相関分析7)及び重回掃分

析6))から得られた推定値と比較してみると、単相関分

析の場合，表ー 1の如く、相関係数r=0.7407であった

が， 1982年及び1983年の推定値は実測値と大きな隔たり

かあった．従って，単相関分析の推定式は今後更に改良す

る必要性が認められた．しかし．圃国帰分析によって得られ

た推定式の場合．予測値と実測値の関係を示す重相関係数

が0.8913(P<0.02)であり，また，これによって全情

報の約79％ （寄与率）を説明することから，今後，この

方法による推定式の作成を検討していくのがよいのでは

ないかと考えられた．いずれにしても，本県のJEV侵

襲規模は 8月の平均気温が平年値より高いか否かによっ

て大きく左右されることが示唆された．このことから，

今後の改良ポイントの 1つが明らかになった．

最後に，JEV侵襲は県内のすべてで起きていること

が表ー 2からわかるが，海岸部の秋田市周辺は内陸部の

横手市及び鷹巣町よりその侵襲が高い傾向を示している．

しかし，この高侵襲をもたらす要因については十分に判

明していない．前述の気象因子だけで作成した重回帰分

折6)をみると，作用機序は不明であるが，最低気温と日

照時間がJEV侵襲に対してマイナス，平均気温，降水

凪日射揖及び風速がプラスに作用していた．このこと

から，平均気温，最低気温及び風速にしばって海岸部の

秋田市と内陸部の横手市を比較してみると，旬平均気温

（表ー 3)はほとんど同じであったが，秋田市の最低気

表2. 1972年以降の地区別JEV-HI抗体価
(8月下旬～10月上旬）

iこlこ 県南地区 中央 地 区 県北地区

横手盆地 秋田平野 鷹巣盆地

<x 10 140件 300件 52件

2x10 8件 85件 2件

LX 160 ①2x 160 
2件ともに

内訳 2 7 悶件
6件

②X40~x 
LX 160 51 
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表3. 3地区における 表4. 3地区における 表5. 3地区における

7月． 8月の旬平均気温 7月． 8月の最低気温 7月． 8月の風速

年 月 旬 秋田市 鷹巣町横手市 年 月 旬 秋田市鷹巣町 横手市 年 月 旬 秋田市鷹巣町横手市
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下 25.0 23.9 25.0 1981 下 21.0 18.6 20.7 1981 下 2.3 1.4 2.0 

上 24.1 23.1 24.2 ］和56) 上 20.8 18.7 19.9 （昭和56)1 |卜| ?.4 1 I ?.~ 1 I ?.4 ？ （昭和56)1 I卜| 20.sl 1s. 11 19. 9 （昭和56) 上 3.0 1.6 2.3 
・ • •• ------------------------ —·· ------...・ .......---........_... ---------------------------

8 中 22.6 22.0 23.0 8 中 19.2 17.6 19.4 8 中 2.6 1.5 2.0 
--------------------------- ....... .... ・ •---・ ......._.. -------- -----------------------..--
下 22. 7 21.1 22.6 下 19.3 17.6 18.5 下 2.8 1.8 2.0 

上 21.5 21.0 21.5 上 16.4 13.8 15.8 上 2.9 1.4 2.4 
-----------••---..ー鼻 -.............. --------------------------- . --・ ~••--.....- .........-------.._ 

7 中 22.4 21.9 22.2 7 中 17.9 16. 7 17.3 7 中 3.4 1.8 2.4 
-------------------------- トーー一 ・ •••--.. •• -.... --------- ---------------------------

1982 下 22.8 21.6 22.2 下 19.2 17.5 18.4 1982 下 3.8 2.1 2.6 

3和57) 上 23.4 23.4 23.7 上 20.9 20.0 20.7 （昭和57)| 1卜I ?9d| ?9 A| ?97 （昭和57)1 I卜| ?0 9| 20.o| 207＇（昭 和57) 上 3.4 1. 7 2.2 
--------------------------- ・・ .. .........--・・ -----・ ---—·---... -----・--------------------

8 中 25. 7 24.5 25.1 8 中 22.1 20.3 21.2 8 中 3.6 1.8 2.6 
---------ー・・ ....----.... -------- -------------------------- ・ ------------------·肥•• ••--

下 24. 7 23.6 24.6 下 21.4 19.8 21. 7 下 3.6 2.0 2.1 

上 19.8 18.2 19.2 上 17.2 15.3 16.2 上 3. 1 2.7 2.6 
ー·▼— ----.. ---・---------..--.. ・ - • ••ー・ .....・-.....---....—· • • ...-----・- ..~• -------------------------

7 中 20.6 19.5 20.2 7 中 16.3 14.8 15.8 7 中 2.8 2.3 2.3 
--------------------------- -------------------------- ----------.......... 一働一-----

1983 下 22.1 21. 4 22.2 1983 下 20.2 19.1 19.3 1983 下 3.0 1.4 1. 7 

n58) 上 25.0 24.6 25.2 3和58) 上 21.4 20.4 21.0 （昭和58)1 I卜| 2s.ol 24.61 2s.2 （昭和58)1 I上I21.41 20.41 21.0 （昭和58) 上 2.4 1.3 1. 7 
---・ ー麟一..曇-...— ••-........ .....—...... --------------------------― ---・ •-...”....-... ・・・・--.... -..-..--•-

8 中 27.4 26.2 26.6 8 中 23.4 21.6 22.8 8 中 4.2 2.7 2.6 
-----------------■•一 -------- ・ • ・ --------—------- -------- ---------------------------
下 23. 7 22.3 22.7 下 20.4 18.7 19.4 下 3.3 2.0 2.6 
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・温と風速（表ー4,表ー5)は横手市より上廻っていた．

今後，他の作用気象因子を含めて，更に検討を加えてい

く考えである．

VI結論

1982年及び1983年のJEV県内侵襲の程度は，異常気

象（ 7月低温， 8月高温）にもかかわらず， 8月の高温

が有毒蚊の出現に好影勝を与えたと考えられるため．小

規模ないし中規模の侵襲であった・

稿を終えるにあたり，と畜豚の採血に協力していただ

いた，秋田畜産公社食肉処理センター及び秋田県食肉衛

生検査所，並びに気象資料を提供していただいた秋田地

方気象台に深甚の謝意を表します—
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